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伊
い せ こ く ふ あ と

勢国府跡
　国府とは，古代の 60 あまりの国ごとに置かれた古代の役所で，国

こ く が

衙ともいいます。
　三重県の大部分を占める伊勢国の国府は，地名から鈴鹿市国

こ う

府町に所在すると考えられてきました。国府町には総
そうじゃ

社と伝えら
れる三

み や け じ ん じ ゃ

宅神社があり，「長
ちょうのしろ

ノ城」「西
に し の き ど

ノ城戸」などの地名が残されています。昭和 31(1956) 年に京都大学の藤岡謙二郎さんらによっ
て歴史地理学的な見地から調査が実施され，「方八町」の国府域が想定されました。その折りに国府町から北へ約 3.5km に位置
する鈴鹿市広瀬町の長者屋敷遺跡に，おびただしい量の古代瓦が散布することを知った藤岡さんらは，昭和 32(1957) 年に長者
屋敷遺跡の調査を実施しました。その結果，国府町に平安期の伊勢国府を想定した藤岡さんは，長者屋敷遺跡を奈良時代の国府
と考え，鈴鹿関との関係から軍

ぐんだん

団の機能を兼ね備えたものと考えました。
　鈴鹿市では，平成 4(1992) 年から長者屋敷遺跡の調査を開始しました。その結果，政

せいちょう

庁やその他の官
か ん が

衙施設の確認によって，
奈良時代中頃から後半にかけての伊勢国府跡であることが明らかとなりました。その成果を受けて平成14（2002）年3月19日に，
矢
やおろし

下地区の政庁跡と南野 ･ 長塚地区の官衙群の計 3 か所 73,940㎡が国の史跡に指定されました。　



ISE KOKUFU SITE伊勢国府跡

政庁復元模型

政
せいちょう

庁
　政庁は国府の中でも最も格式の高い施設で，中央政府から派遣された国

こ く し

司を中心に儀
ぎ し き

式・饗
きょうえん

宴や政務の一部が行われて

いたとされています。伊勢国府の政庁は，正
せいでん

殿・後
こうでん

殿・脇
わきでん

殿・軒
こんろう

廊などからなり，周囲には南北約 110m・東西約 80m

の築
つ い じ

地塀がめぐらされています。政庁の建物はすべて瓦
かわらぶきそせき

葺礎石建物で，ほぼ正方位に揃えられ，柱
はしらま

間は 12 尺あるいは 10

尺などの完数尺が用いられています。調査で判明した建物の配置や規模は近
お う み

江国府の政庁に酷似しています。

　国府政庁の主要建物である正殿・後殿の基
き だ ん

壇は，現在でも森の中に 1m ほどの高まりとして残ります。その他に東脇殿

の一部や正殿と後殿をつなぐ軒廊，東隅
すみろう

楼の高まりも確認できます。また，正殿の基壇上には，礎石が抜き取られた痕跡

が微かな窪みとして確認できます。地表にその痕跡を留めることが少ない国府の遺構としては，全国的にも貴重な例とい

えます。

　調査によって，正殿の基壇は地下に約 70cm 掘り下げた（掘
ほりこみちぎょう

込地業）のち，地上約 1 ｍの高さまで版
はんちく

築工法によって築

かれたことがわかりました。後殿も同様に掘込地形の深さは約 60cm，地上約 1 ｍまで版築工法によって築かれました。

後殿の基壇上面では礎
そ せ き

石を据えるための根
ね い し

石が残り，一部平瓦を用いた地
じ ふ く

覆（建物の土台）も確認できました。

　政庁の西には，政庁とほぼ同じ大きさの区画が確認されています。この区画でも建物が見つかっており，政庁の機能を

分掌し，補完する施設があったと考えられます。

　伊勢国は，延
え ん ぎ し き

喜式に記される国の四等級のうち，最上位である大国にあたり，さらには斎
さいくう

宮や鈴
すずかのせき

鹿関など特別な役所を

有していました。政庁に認められる格式の高さは当時の伊勢国が置かれていた状況を物語ります。

正殿の現況 後殿基壇

　瓦葺礎石建物の基壇は異なる

土砂を交互に突き固めた版築工

法によって造られています。政

庁の建物基壇には整形したあ

と，切石や瓦などで仕上げる

基
き だ ん げ し ょ う

壇化粧の痕跡が認められない

ので，未完成であった可能性が

考えられています。

　なお，出土した軒平瓦には赤

色顔料が帯状に付着しているも

のがあります。このことから政

庁の建物群は瓦を葺き，柱の丹

塗りの工程までは作業が進んで

いたと考えられます。　
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北
ほ っ ぽ う か ん が

方官衙
　平成 6・7（1994・1995）年に遺跡の北西部で開拓地整備事業に伴う緊急

発掘調査が三重県埋蔵文化財センターによって実施されました。調査の結果，

ほぼ座標方位を示す溝が何本も確認され，その溝は現地に残る方格状の地割

と一致するものでした。この成果から一辺 120 ｍ四方の区画と幅 12 ｍの道

路で構成される国府に関連する区画（方
ほ う か く ち わ り

格地割）が存在すると考えられ，政

庁を南に内包した東西 5 区画，南北 6 区画の復元案が示されました。この方

格地割の区画内には計画的に配置された瓦葺礎立建物群が確認されており，

国司の館
たち

（宿舎）や曹
ぞう

司
し

（実務の場）などの国府に関連する官衙施設と考え

られることから「北方官衙」と呼んでいます。

　その後の調査の進展により，東西 5 区画，南北 6 区画の復元案のうち，北

3 区画では想定された溝が確認できましたが，南 3 区画および西 1 区画分は

確認できませんでした。また，中心の道路（南北大路）は幅が 12 ｍではなく，

24 ｍであることが判明し，南北大路に面した区画の東西規模は道路幅の分だ

け狭くなっていることがわかりました。現時点では下図のように，政庁と金
かね

藪
やぶ

を中軸に東西 4 区画，南北 3 区画を想定しています。ただし，北 2 区画の

間には道路がなく，溝が途中で途切れていたり，確認できなかった箇所もあり，

政庁と同様に完成には至っていなかったのではないかとも考えています。

　全国的に見ても，このような平
へいじょうきょう

城 京等の都
とじょう

城の条
じょうぼう

坊にも類似した区画がと

もなう国府は，陸
む つ

奥国府でもある多
た が じ ょ う

賀城跡が知られるくらいで，政庁と同様貴

重な例といえます。　

　また，区画内の調査では，南野南区画で当時のままの状態の礎石を確認し，

長塚南西区画では，葺かれていた建物より 10 ｍ以上離れた大溝から屋根に

葺かれていた状態を残した大量の瓦が出土しました。
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ISE KOKUFU SITE

伊勢国分寺跡 伊勢国分尼寺跡

伊勢国府跡

三宅神社遺跡

天王山西遺跡

梅田遺跡

平田遺跡

川原井瓦窯跡群

天王遺跡

　伊勢国府跡・長者屋敷遺跡の発掘調査に着手して 20 年が経過しました。奈良時代中頃の残りの良い政庁，北方の瓦葺礎石建
物を中心とした官衙群，そして方格地割など，大国である伊勢国にふさわしいユニークな遺構が確認され，古代地方官衙研究に
欠かすことのできない貴重な遺跡となりました。
　政庁の建物群は屋根に瓦が葺かれ，柱に丹

に ぬ

塗りがされるところまで作業が行われながら，基壇の化粧が施されておらず，未完
成であったと考えられます。北方官衙も整然と地割がなされているにもかかわらず，建物群や築地等の整備は全体には及んでい
ません。政庁南方にいたっては広大な土地がほとんど手付かずのままです。結局，この長者屋敷遺跡は国府として，完成の段階
には至ってはいなかったと言わざるを得ません。なぜ，これほど計画的な整備が進められたのか。それにもかかわらず，短期間
で利用されなくなったのか，文献資料にその答えはありません。今後も調査により明らかにしなければならない課題が多く残さ
れています。また，史跡指定の範囲を広げ，遺跡の保存・活用を図っていく予定です。
　そして，鈴鹿川をはさんで南に位置する国府町には，この長者屋敷遺跡から移転した奈良時代後期から平安時代の国府が存在
するはずです。三

み や け じ ん じ ゃ

宅神社遺跡・天
てんのうやまにし

王山西遺跡などで国府に関連するだろうと見られる遺構は見つかっていますが，政庁など中心
の遺構はまだ確認されていません。これら 2 つの伊勢国府の実態解明に向け発掘調査はまだまだ続きます。

重廓文軒平瓦 唐草文軒平瓦重圏文軒丸瓦

出土遺物
　伊勢国府跡の発掘調査で出土する遺物のほとんどは瓦です。軒瓦には重

じゅうけんもん

圏文軒丸瓦や重
じゅうかくもん

廓文軒平瓦が主に用いられています。

とてもシンプルな文様である重圏文・重廓文は，聖武天皇が難
なにわのみや

波宮（神亀 3〔726〕年造営着手）で用いたのが始まりとされて
います。その他に平城宮で使用された瓦と同じ笵

はん

（型）で作られた唐
からくさもん

草文軒平瓦（平城宮 6719A 型式）が政庁域のみで出土し
ています。この瓦の年代は恭

く に き ょ う

仁京遷
せ ん と

都以前の天平年間である 729 年から 741 年頃のものと考えられています。これらの瓦は国
府の造営時期を考える上で重要な遺物です。また，国府で行われる業務に必要な硯といった文房具や，国府で働く人々に対する
給食で日常的に使用された土

は じ き

師器・須
す え き

恵器などの調理具・食器の出土が少ないのもの特徴です。

● 伊勢国府跡
　（長者屋敷遺跡）

●白鳥塚古墳

●王塚古墳

●
能褒野王塚古墳

保子里 1号墳●

●三宅神社遺跡
●天王山西遺跡

●川原井瓦窯跡群

●平田遺跡

伊勢国分寺跡● ●伊勢国分尼寺跡

●山辺瓦窯跡

●大鹿廃寺 ●寺山遺跡

●天王遺跡

狐塚遺跡●
（川曲郡衙）

富士遺跡●
●平野遺跡

●梅田遺跡
天王屋敷遺跡●

●寺田山 1号墳

●富士山 1号墳

●岸岡山古墳群

（国土地理院地形図 1/25,000　「亀山」「鈴鹿」を使用。）

国府推定地


